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黄
土
高
原
を
私
が
は
じ
め
て
訪
れ
た
の
は
、
今
か
ら
約
二
〇
年
前
、

一
九
九
三
年
七
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
留
学
先
の
西
安
か
ら
陝
北
の
楡
林

ま
で
プ
ロ
ペ
ラ
機
で
飛
ん
だ
。
見
渡
す
限
り
の
黄
色
い
大
地
、梯
田（
て

い
で
ん
）
と
呼
ば
れ
る
段
々
畑
、
そ
し
て
横
穴
式
の
ヤ
オ
ト
ン
住
居
。

Ｔ
Ｖ
の
「
大
黄
河
」
で
見
た
世
界
が
広
が
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
楡
林
か

ら
北
上
し
、
ム
ウ
ス
沙
地
の
な
か
の
東
勝
（
今
の
オ
ル
ド
ス
市
）、
そ
し

て
黄
河
沿
い
の
包
頭
ま
で
、長
距
離
バ
ス
で
疾
走
す
る
こ
と
一
二
時
間
。

そ
こ
に
は
耕
地
、
草
原
、
そ
し
て
砂
漠
に
生
き
る
人
々
の
営
み
が
あ
っ

た
。
今
、
私
た
ち
が
見
る
こ
と
の
で
き
る
黄
土
高
原
の
風
景
は
黄
土
の

堆
積
と
浸
食
の
歴
史
遺
産
で
あ
る
。
改
革
開
放
以
後
、
黄
土
高
原
に
お

け
る
急
激
な
沙
漠
化
、
黄
河
の
水
が
河
口
ま
で
届
か
な
い
断
流
現
象
、

日
本
へ
と
飛
来
す
る
黄
砂
の
増
加
な
ど
黄
土
高
原
と
黄
河
に
か
か
わ
る

環
境
問
題
が
深
刻
化
し
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
共
通
す
る
原
因
が
水
土

ポ
ス
ト
退
耕
還
林
時
代
、
黄
土
高
原
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ　
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流
失
（
日
本
語
で
言
う
と
「
土
壌
浸
食
」）
で
あ
る
。
乾
燥
す
る
と
堅
く
固

ま
る
黄
土
は
、
一
旦
雨
が
降
る
と
容
易
に
流
さ
れ
、
ガ
リ
と
呼
ば
れ
る

浸
食
谷
を
形
成
す
る
。
降
雨
の
度
に
こ
の
ガ
リ
か
ら
水
・
土
が
流
失
し
、

地
形
を
改
変
し
、
環
境
を
変
え
る
。
い
か
に
し
て
水
土
流
失
を
食
い
止

め
る
の
か
。
黄
土
高
原
に
と
っ
て
最
重
要
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
解
決

方
法
を
地
理
学
・
歴
史
学
・
環
境
政
策
等
の
研
究
成
果
を
融
合
さ
せ
て

探
ろ
う
と
し
た
試
み
が
本
書
で
あ
る
。
序
章
・
終
章
を
含
め
、
全
一
〇

章
に
わ
た
る
構
成
は
次
の
と
お
り
。

序　

章　

水
土
流
失
の
史
的
展
開
の
研
究
史
と
新
た
な
視
点

第
一
章　

水
土
流
失
の
起
源
と
現
状

第
二
章　

有
史
以
前
の
水
土
流
失
の
特
徴

第
三
章　

水
土
流
失
の
自
動
検
出
手
法
の
開
発

第
四
章　

水
土
流
失
の
自
然
要
因
と
地
域
特
性

松
永
光
平
著

中
国
の
水
土
流
失
︱
︱
史
的
展
開

と
現
代
中
国
に
お
け
る
転
換
点
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第
五
章　

歴
史
時
代
の
水
土
流
失
と
地
域
境
界
の
移
動

第
六
章　

人
間
・
自
然
の
複
合
要
因
に
よ
る
水
土
流
失
の
史
的
展

　
　
　
　

開

第
七
章　

民
国
期
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
の
水
土
保
全
へ

　
　
　
　

の
挑
戦

第
八
章　

一
九
九
九
年
以
降
に
お
け
る
水
土
流
失
か
ら
緑
化
へ
の

　
　
　
　

転
換
点

終　

章　

水
土
流
失
問
題
の
解
決
に
向
け
て 

　

水
土
流
失
は
人
間
の
活
動
が
そ
の
原
因
な
の
か
、
そ
れ
と
も
気
候
変

動
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
の
か
。
本
書
は
こ
の
問
題
を
論
ず
る
た
め
、

黄
土
高
原
全
体
を
ひ
と
つ
の
地
域
と
し
て
見
る
よ
り
も
、
地
形
区
分
に

基
づ
き
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
提
示
す
る
。
黄
土
高
原
の
な
か
で
浸
食

溝
を
持
つ
地
形
に
は
台
地
（
塬
）・
丘
脈
（
梁
）・
円
頂
丘
（
岇
）
な
ど

が
あ
る
。
丘
脈
・
円
頂
丘
は
あ
わ
せ
て
丘
陵
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
ら
の

地
形
の
違
い
は
黄
土
が
堆
積
す
る
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
基
盤
地
形
に

由
来
す
る
。
台
地
は
水
平
状
の
基
盤
地
形
に
黄
土
が
厚
く
堆
積
し
て
上

部
に
平
坦
な
部
分
が
残
っ
た
も
の
。
基
盤
地
形
が
傾
斜
地
の
場
合
、
黄

土
は
薄
く
堆
積
し
、
急
な
場
所
は
丘
脈
、
緩
や
か
な
場
所
は
円
頂
丘
と

な
る
。
台
地
の
浸
食
谷
は
黄
土
が
厚
い
た
め
、
深
く
削
り
込
ま
れ
る
。

丘
脈
の
浸
食
谷
は
上
部
に
残
っ
た
平
坦
な
台
地
面
を
徐
々
に
削
り
取
り

な
が
ら
進
行
し
、
円
頂
丘
で
は
緩
や
か
な
傾
斜
に
沿
っ
て
浸
食
谷
が
形

成
さ
れ
る
。
こ
の
な
か
で
最
も
水
土
流
失
が
深
刻
な
の
は
丘
脈
地
形
で

あ
る
。
浸
食
谷
の
密
度
に
関
し
て
は
、
地
理
学
を
専
門
と
す
る
著
者
が

独
自
に
開
発
し
た
デ
ジ
タ
ル
地
形
図
を
用
い
た
分
析
方
法
に
よ
り
、
現

代
の
黄
土
高
原
浸
食
谷
密
度
分
布
図
を
作
成
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

丘
陵
で
は
浸
食
谷
が
多
く
形
成
さ
れ
、
台
地
や
渭
河
流
域
な
ど
の
平
原

部
で
は
浸
食
谷
は
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
年
降
水
量
と
浸
食

谷
の
形
成
の
関
係
を
見
る
と
、
年
四
五
〇
～
五
〇
〇
ミ
リ
の
丘
陵
で
最

も
多
く
の
浸
食
谷
が
分
布
し
、
水
土
流
失
が
深
刻
な
地
域
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
丘
陵
で
あ
っ
て
も
年
降
水
量
五
〇
〇
ミ
リ
以
上

の
地
区
で
は
植
物
被
覆
率
が
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
森
林
と
な
り
、

浸
食
谷
の
形
成
は
減
少
す
る
（
序
章
～
五
章
）。

　

で
は
、
現
在
の
黄
土
高
原
の
風
景
を
つ
く
り
あ
げ
た
人
間
活
動

と
水
土
流
失
の
歴
史
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

二
〇
〇
〇
年
前
の
秦
漢
時
代
の
こ
ろ
に
主
に
開
発
が
進
ん
だ
の
は
渭
河

流
域
の
平
原
部
で
あ
り
、
一
〇
〇
〇
年
前
の
宋
代
に
な
る
と
人
口
が
過

密
と
な
り
、黄
土
高
原
の
傾
斜
地
に
梯
田
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

水
土
流
失
が
発
生
し
や
す
い
台
地
・
丘
陵
へ
と
人
々
が
移
動
・
拡
散
し

た
の
で
あ
る
。
台
地
・
丘
陵
の
開
墾
、
さ
ら
に
は
気
候
の
寒
冷
乾
燥
化

に
と
も
な
う
森
林
・
草
地
の
回
復
力
の
低
下
に
よ
っ
て
、
水
土
流
失
が

加
速
化
し
た
。
近
一
〇
〇
年
と
い
う
ス
パ
ン
で
見
る
と
、
民
国
期
か
ら

人
民
共
和
国
計
画
経
済
期
ま
で
は
、
食
料
確
保
の
た
め
の
耕
地
拡
大
が
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不
可
欠
な
時
代
で
あ
り
、
開
墾
と
水
土
流
失
防
止
を
同
時
に
進
め
る
こ

と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
の
方
策
と
し
て
、チ
ェ
ッ
ク
ダ
ム（
淤

地
壩
）
の
建
設
と
水
平
な
段
々
畑
の
造
成
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
チ
ェ
ッ

ク
ダ
ム
と
は
谷
間
に
ダ
ム
を
造
り
、
斜
面
か
ら
流
れ
出
る
土
砂
を
せ
き

止
め
て
、
ダ
ム
の
上
流
部
に
平
ら
な
農
地
を
造
り
出
す
と
い
う
方
法
で

あ
る
。
水
平
な
段
々
畑
と
は
計
画
経
済
期
に
斜
面
の
等
高
線
に
沿
っ
て

計
画
的
に
つ
く
ら
れ
た
耕
地
で
、
そ
れ
ま
で
の
段
々
畑
よ
り
も
水
土
保

全
能
力
が
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
施
策
に
よ
っ
て
荒
山
を

農
地
に
変
え
た
の
が
「
大
寨
に
学
べ
」
で
有
名
な
山
西
省
昔
陽
県
の
大

寨
や
無
定
河
流
域
の
韮
園
溝
で
あ
っ
た
。
チ
ェ
ッ
ク
ダ
ム
と
水
平
な

段
々
畑
は
ま
さ
に
開
墾
・
水
土
保
持
・
治
水
の
三
つ
を
同
時
に
迅
速
に

実
現
す
る
た
め
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
改
革
開
放
後

に
な
る
と
、
大
寨
や
韮
園
溝
の
開
発
方
法
は
批
判
さ
れ
、
耕
地
・
牧
草

地
・
林
地
を
均
等
に
分
け
る
三
三
制
を
導
入
し
た
陝
西
省
米
脂
県
高
西

溝
や
楊
家
溝
は
緑
化
に
よ
っ
て
水
土
保
全
を
図
る
モ
デ
ル
と
し
て
評
価

さ
れ
た
。
穀
物
生
産
偏
重
か
ら
穀
物
以
外
の
生
産
を
拡
大
す
る
「
農
業

構
造
調
整
」
政
策
へ
と
転
換
し
、
水
土
保
全
を
農
林
畜
産
業
の
多
角
経

営
と
結
び
つ
け
た
モ
デ
ル
と
し
て
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
実

際
に
森
林
・
草
地
の
被
覆
状
態
が
改
善
さ
れ
、
水
土
流
失
が
減
少
す
る

の
は
、
一
九
九
九
年
に
始
ま
っ
た
退
耕
還
林
政
策
（
傾
斜
地
を
中
心
に
耕

地
を
森
林
に
戻
す
保
全
政
策
）
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
六
・
七
章
）。

　

こ
の
退
耕
還
林
政
策
も
二
〇
一
六
年
に
終
了
し
て
し
ま
う
。
で
は
、

ポ
ス
ト
退
耕
還
林
時
代
、
黄
土
高
原
の
水
土
流
失
に
ど
う
対
処
す
べ
き

な
の
か
。
技
術
的
・
政
策
的
に
は
①
チ
ェ
ッ
ク
ダ
ム
に
よ
り
谷
間
を
堰

き
止
め
て
平
坦
な
農
地
を
造
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
水
土
流
失
を
防

ぎ
つ
つ
、
食
料
生
産
を
維
持
す
る
②
年
降
水
量
五
〇
〇
ミ
リ
以
上
の
地

区
で
は
造
林
、
そ
れ
以
下
の
地
区
で
は
放
牧
・
耕
作
の
禁
止
に
よ
り
植

生
の
回
復
を
待
つ
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
地
域
別

の
経
済
状
況
も
勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
地
調
査
を
し
た
二
つ
の
村

の
現
状
か
ら
著
者
は
提
言
す
る
。
安
塞
県
高
橋
郷
北
宋
塔
村
で
は
退
耕

還
林
政
策
中
に
建
設
さ
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
放
棄
さ
れ
、
都
市
へ

の
出
稼
ぎ
者
が
多
く
な
っ
た
。
将
来
、都
市
部
の
経
済
状
況
が
悪
化
し
、

出
稼
ぎ
先
が
減
少
し
た
場
合
、
帰
村
し
た
農
民
が
丘
陵
部
の
斜
面
を
再

び
耕
地
と
し
て
開
発
し
、
水
土
流
失
が
再
び
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
こ
の
シ
ナ
リ
オ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
都
市
部
に
お
い
て
農
民
を

持
続
的
に
雇
用
し
、
帰
村
に
よ
る
農
地
拡
大
を
防
ぐ
し
く
み
が
必
要
で

あ
る
と
言
う
。
一
方
、
洛
川
県
旧
県
鎮
で
は
伝
統
的
な
経
済
作
物
で
あ

る
リ
ン
ゴ
の
栽
培
に
従
事
す
る
住
民
が
多
い
た
め
、
ポ
ス
ト
退
耕
還
林

時
代
で
も
農
耕
地
が
拡
大
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
予
測
す
る
。
洛
川

の
リ
ン
ゴ
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
経
済
作
物
を
開
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

穀
物
生
産
に
頼
ら
な
い
仕
組
み
を
構
築
で
き
る
と
言
う
。
技
術
・
政

策
・
経
済
等
様
々
な
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
地
形
・
地
域
ご
と
の
将
来
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像
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
著
者
は
言
い
た
い
の
で
あ
ろ

う
（
八
章
・
終
章
）。

　

以
上
が
本
書
の
概
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
本
書
で
は
あ
ま
り
議
論

さ
れ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
三
つ
ほ
ど
提
示
し
た
い
。
第
一
は「
黄
土
」

で
あ
る
。
本
書
で
は
渭
河
流
域
の
平
原
部
と
丘
陵
部
で
は
浸
食
谷
密
度

分
布
が
異
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
地
形
だ
け
の
問
題
な
の

か
。
そ
も
そ
も
黄
土
と
い
う
土
壌
は
な
く
、
土
壌
学
上
、
黄
土
は
塿
土
・

黄
綿
土
・
黒
壚
土
な
ど
に
分
類
さ
れ
る
。
特
に
渭
河
流
域
に
分
布
す
る

塿
土
は
二
〇
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
施
肥
さ
れ
農
地
化
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
土
で
あ
る
（
原
宗
子
『「
農
本
」
主
義
と
「
黄
土
」

の
発
生
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）。
地
形
の
み
な
ら
ず
土
壌
の
違
い
も

加
味
し
て
水
土
流
失
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
第
二
に

「
緑
化
」
に
つ
い
て
。
緑
化
が
水
土
流
失
防
止
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ

る
が
、
そ
れ
に
対
し
、
行
き
過
ぎ
た
緑
化
の
た
め
に
地
域
の
降
水
量
が

減
少
し
、黄
河
の
断
流
が
発
生
し
た
と
い
う
見
解
も
あ
る（
福
嶌
義
宏『
黄

河
断
流
』
昭
和
堂
、
二
〇
〇
八
年
）。
黄
土
高
原
の
浸
食
谷
の
み
な
ら
ず
、

黄
河
下
流
域
の
環
境
変
動
ま
で
見
通
し
た
広
い
視
点
が
ほ
し
い
。
第
三

に
「
退
耕
還
林
政
策
」
の
負
の
側
面
に
つ
い
て
で
あ
る
。
水
土
流
失
の

防
止
と
い
う
側
面
か
ら
見
れ
ば
、
退
耕
還
林
は
効
果
を
発
揮
し
た
政
策

と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
そ
れ
と
と
も
に
、
環
境
を
保
全
す
る
と
い

う
こ
と
を
理
由
と
し
た
強
制
移
住
、
す
な
わ
ち
生
態
移
民
が
お
こ
な
わ

れ
、
ま
た
、
若
者
が
農
耕
を
や
め
て
出
稼
ぎ
を
す
る
こ
と
に
よ
る
農
村

の
高
齢
化
と
い
う
問
題
も
発
生
し
て
い
る
。
水
土
流
失
防
止
の
た
め
の

政
策
が
農
村
の
生
産
構
造
や
社
会
構
造
を
変
え
て
し
ま
う
と
い
う
負
の

側
面
も
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

昨
夏
、
私
は
二
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
山
西
省
大
同
市
で
黄
土
高
原

の
緑
化
活
動
を
続
け
て
い
る
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
・
緑
の
地
球

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
に
一
〇
年
ぶ
り
に
参
加
し
た
。

こ
の
団
体
の
活
動
を
通
じ
て
私
と
著
者
は
知
り
合
い
、
と
も
に
事
務
局

長
の
高
見
邦
雄
さ
ん
や
中
国
環
境
史
の
上
田
信
先
生
（
立
教
大
学
）
の

影
響
を
強
く
受
け
た
。
黄
土
高
原
に
お
け
る
砂
漠
化
防
止
の
研
究
の
な

か
に
は
、
現
地
の
経
済
状
況
に
そ
ぐ
わ
な
い
高
額
の
費
用
を
必
要
と
す

る
技
術
製
品
を
利
用
し
た
も
の
や
数
式
・
グ
ラ
フ
ば
か
り
が
並
べ
ら
れ
、

現
地
の
人
々
の
顔
が
見
え
な
い
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
本
書

は
専
門
と
す
る
地
理
学
の
方
法
を
し
っ
か
り
と
押
さ
え
つ
つ
、
現
地
で

の
体
験
に
基
づ
い
た
歴
史
・
政
策
・
経
済
の
分
野
に
至
る
ま
で
の
議
論

が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
著
者
の
ス
タ
ン
ス
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

や
調
査
の
な
か
で
学
問
領
域
・
国
籍
を
問
わ
ず
様
々
な
人
々
と
出
会
う

こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
っ
た
ひ
と
つ
の
浸
食

谷
か
ら
広
大
な
黄
土
高
原
・
黄
河
の
「
ま
る
ご
と
」
を
考
え
さ
せ
る
の

が
本
書
で
あ
る
。
そ
れ
は
ポ
ス
ト
退
耕
還
林
時
代
、
黄
土
高
原
へ
の
著

者
の
心
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。

（
む
ら
ま
つ
・
こ
う
い
ち　

学
習
院
大
学
）


